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atiprasanga 系 譜 ノ ー ト

原 田 和 宗

0. 序 最 終 期 の仏 教 論 理 学 者 Moksakaragupta (十一 ・二世紀A6D.) は7加

kabhasa IIIで 「これ ら(三 種 の能証 の誤 り)だ け を 指 摘 す る こ とが 論 駁 で あ るな

らば, <無 益 な能 証><効 力 の な い能 証 ン<過 大 適 用>等 (の誤 り) は ど こに 含 まれ

るの か。」 と設 問 し, 最 後 め<過 大 適 用> (atiprasanga太 過失) につ い て,

そ して, <過大適用>ほ く不確定(能 証)>に 含 ませ るべ きで ある。所証の属性をふみ越

えて異類例 とも結びつ いて しま うか らである。(lyengar〔1952〕ed. p.4911-1を).

と解 答 して い る。 後 代 の どの論 理 学 書 に も多 用 され てい な が ら, atiprasanga の

過 失 は長 い 間, 論 理 学 的 な 定 義 付 け や, 定式 化 を滅 多 に施 され る こ とが なか った。

Navya-Nyaya の時 代 に至 って, ativyapti の 同義 語 と して 漸 く定 着 を 見 た か の

よ うで あ る<Cf, Nydyakosa, Jhalakikar〔1978〕ed. P.7.)。 か か る経 緯 か ら推

測 で き る の は, atiprasanga が 元 来 論 理 学 的 伝 統 (Vada と Pramana の両伝統を区

別 しないでお く)に 属 す る technical term な の で は な く, 他 の伝 統 に 由来 す る も

のだ った の で は な い か, とい うこ とで あ ろ う。 事 実, Cazakasamhita (Vadamar-

yadapadani), Mimamsasutra, Vaisesikasutra, Nyayasutra, -bhasya, Samk-

hya の 古 学 匠 の 諸 断 片 (以上, 論理 学書を含む古代の Sutra 類) の 中 は勿 論 の こ と,

Nagarjuna の所 謂 Pancayuktikaya と Upayahrdaya (以上, 反論理学書), Yb-

gacarabhumi, Abhidharmasamuccaya, -bhasya, Tarkasastra, Vadavidhi

(断片) (以上, 仏教討論術の文献) の どこ に もそ の term を見 出せ な い の で あ る。

壁 頭 に 紹 介 した Moksakaragupta に よる扱 い は, この異 質 の term を論 理 学 の

体 系 中 に融 合 せ ん とす る先 駆 的 な 試 み の一 つ とい え よ う。

本稿 の 目的 は, atiprasanga が 論理 学 書 に 導 入 され るに 至 った 系 譜 を そ の 必 要

最 少 限 度 め用 例 か ら大 雑 把 に 辿 り, か か る系 譜 中 に 占 め る Vasubandhu, と Dig-

naga の重 要 性 を指 摘 す る こ と にあ る。

1. Vt-MBh イ ン ドの学 術 書 に お け る atiprasanga の 最初 の 用 例 と覚 し き も

の は, 文 法 家 Katyayana (250 B. C.) た ま で遡 りうる。 そ の一 例 は, Paninisu-

tm VI.1.66:lopo vyor vali「 〔語幹末の子音〕v・yの 省略が お こるの は, val (y以

外の子音)〔 で始 まる接尾辞〕が 〔それ に後続す る〕場合 である。」)に 対 す る Varttika
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3:atiprasangio vrascadisu (Kielhorn〔19733〕ed. p.4411:「 〔vの 省 略 が 〕vrasca

(<vrasc 伐 採 す る> 等 〔の 語 幹 〕・に対 して<過 大 適 用>さ れ て し ま う。」)と し て 登 場 す

る。 これ に は 勿 論 Patanjali (150 B. C.) に よ る 註 解 が あ る。

vrascadisu catiprasango bhavati. ihapi prapnoti. vrascanah vrihih vra-

na iti. upadesasamarthyad vrascadisu lopo na bhavisyati. (Mahabhasya.

Ibid. p. 4412-13)

【反論】 しか し, vrasca 等に対 して<過 大適用>が お こ る。rvrascana 切 (伐 採)

「vrihih(米>「vranah (傷) とい ったかか る場合に も 〔vが 省略 され て, rrascana 切

「ri「rana 切 とい った不 当な語形が〕帰着す る。【答論】 〔Patha 類 の〕教示能力の

おかげで vrasca 等 に対す る 〔vの 〕省略 はお こらないだろ う。

Katyayana に よる atiprasanga の 使 用 は この 他 に 少 な く と も十 四例 を数 え,

Patanjali の許 では 二 十 例 近 くに 増 加 して い るか ら, 文 法 学 的 議論 を進 め る 上 で

それ が 有 効 な technic と して駆 使 され て い た こ とは紛 れ も ない。

atiprasanga が 元 来 文 法 学 的 伝 統 に根 差 す 点 を 確 認 で きた 以 上, 我 々 は 次 に,

論 理 学 書 に 目を 転 じよ う。

II. PS-Pr: Bh・NV・NC・YD atiprasanga を初 め て導 入 した 論 理 学 書 は,

様 々 な情 況(後 述)か ら判 断 して, 仏 教 論 理 学 派 の 祖 Dignaga (480-540 A. D.

の Pzaaauooaya で あ った と見 て よい。 用例 を一 つ掲 げ て お く。

nanu cavyapadesyatvadivacanam tasya jn, anasya svarupapradarsanayeti

cet, na, pratyaksalaksanasyabhidheyatvat, asya cendriyarthasannikarse-

naiva siddheh. jnanasvarupasya ca pradarsyatve tiprasango gunatvadra-

vyanarambhakatvaniskriyatvakasadyavisayatvasyapi pradarsyatvat. (Vrtti

ad PS I Naiyayikapratyaksapariksa k. lab. Jambuvijaya C1961D reconst.

P.2107-10の 一部を修正。)

【反論】<言 語 表現で きない こと>等 の言葉 〔を<知 覚>定 義 の中に加 え た の〕は,

その知の 自己本質を枚挙す る為であ る。【答論】否, <知 覚>の 特 質(定 義)〔 だ け〕 が

陳述 され るぺ きであ るか ら。そ して, こ(の 特質)は 〔君達 Nyaya 学派に とっては〕

<感官 と対象 との接触>〔 とい う定義項〕だけ で 〔十分〕認 め られ るか らであ る。 しか し, 

知の自己本質 が枚挙 され て構わないのだ とすれ ば, <過大 適用>(ha can thal bar gy-

ur) であ る。〔その知 が〕<性 質であ るこ と><実 体 を構成 しない こ と><無 作用で あるこ

と><虚 空(=推 理だけの対象) 等を対象 としない こと>す らも 〔無用 に〕枚挙 され ね

ばな らないか らであ る。(Hattori〔1968〕ed., Kana, kavarman 訳p. 19320-26)
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Dignaga に よ る atiprasanga の使 用 は, そ の用 途 にふ さわ し く, 駕 の諸 章 後

段 の敵 対 学 説 批 判 の節 に集 中 し てい る。 自学説 を 述 べ る前段 に は現 わ れ な い。

仏 教 以 外 の イ ソ ド哲 学 諸 派 は, Dignaga の 出現 後, 彼 (及び Dharmakirti) の論

理 学 説 の影 響 を 免 れ なか った が, 諸 派 に よ る atiprasahga の 採 用 が 悉 く post-

Dignaga 期 の諸 作 品 に 限 られ て い る事 実 も, そ れ と符 号す る点 で 興味 深 い。

1, Prasastapada (550-600 A. D. Vaisesika)

gamyamanarthatvad iti cen na, atiprasangat. tatha, hi pratijnanan-

taram hetumatrabhidhanam, kartavyam vidusam anvayavyatirekasmara-

nat tadarthavagatir bhavisyatiti. (Prasastapadabhasya. Narayana Misra

C1960D ed. pp. 2016-2021-2).

2. Uddyotakara (550-610 A. D. Naiyayika)

yena vakyena samanasrutyanekanekartho gamyate tatratiprasaktav

atiprasanganirakaranartham avadharanam. (Nyayavartti ka ad NS I.

133. Nyaya-Tarkatirtha C1936D ed. pp. 27313-15-2741-2).

3. Mallavadin (六 世 紀A. D. Jaina)

etena samanyantarabhedarthah svasamanyavircdhinah CPra. Samu.

5/28 ityadi sarvam pratyuktartham ity alam atiprasaiigena. (Dvadasara

Nayacakra. Jambuvijaya C1976J ed. p. 6501-2).

4. Vuktidipika の作 者 (七 世紀p A. D. Salpkhya)

evamprakara anye pi drastavyah. radyatha, utsargo pavado tidesa

ityadih atiprasangas to prakrtam tirodadhatzti nivartyate. (Pandeya

C1967D ed. p. 516-17, 20).

以 上 の論 理 学 書 はい ず れ も Dignaga 学説 を直 接 的 ・間接 的 に批 判 す る もの ば

か りで あ り, 従 って, atiprasahga の採 用 に際 し て Dignaga に影 響 さ れ た と し

て よか ろ う (但 し, Kumarila の Slokavarttika におけ る用例の有 ・無は未確認)。

III. AK-PS PSに 使 用 され た atiprasahga. をMBkか らの 直 接 借 用 とす

る想 定 は, 無 理 で は な い に せ よ, 論 理 学書 へ の atiprasahga 導 入 の 口火 を Dignaga

だ けが 切 った点 を 申 し分 け な く説 明す る もの で は ない。 彼 以 前 の 論 理 学 者 達 が

班Bkの そ の用 例 に無 知 だ った 筈 は ない か らで あ る。Dignaga に そ うさせ た だ け

の 特 別 な背 景 が あ った ので は ない か。 またMBh以 降 数 世 紀 もの間, atiprasahga

が 他 の学 術 書 に全 然 使 用 され なか っ、た 筈 もな く, .そ うい った 使 用 の 系 譜 力MBh

と 駕 との長 い 間 隙 を 橋 渡 し して くれ てい よ う。
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そ の 系譜 をM以 降 の文 法 学 派 に 求 め る の が手 近 で あ る が, Dignaga の時 代

ま で の作 品 は殆 ど現 存 し ない。 しか も, Dignaga に対 す る顕 著 な影 響 で 知 ら れ

る Bhartrhari (450-510 A. D.) の Vakya の 中 に atiprasahga は見 出

せ な い。Mに 対 す る Bhartrhari の、Dipika (筆者未入 手 ・未見) はそ の term

へ の言 及 を 当 然 含 ん で い た と思 わ れ る が, 彼 に よ って壮 大 な 言語 哲 学 体 系 がVP

で構 築 され ん と した とき, atiprasahga とい う technic は 無 視 され た 訳 で あ る。

Bhartrhari が Dignaga にそ れ を橋 渡 し した とは考 え られ ない。 そ れ に反 して,

atiprasahga の効 果 的 な使 用 で 注 目す べ き現 存Skt.文 献 は, 同 じ く Dignaga へ

の影 響 力 の強 い Vasubandhu (400-480 A. D一)の Abhidharma であ る。

tat tarhy etad anyatroktam iha punar vaktavyam. na vaktavyam. katham

anucyamanam gamyate. yuktitah atiprasanga evam prapnoti. yavad

yuktya sambhavati tavad anuktam gamyata iti. tasman na bhavaty ayam

pariharah. (Bhasya ad AK III k. 27. Pradan C19752) ed. p. 135-24).

〔Vasubandhu:〕 そ うす ると, 〔『縁起経』に対す る論難に解答すぺ く君が援用 した〕そ

(の教説)は 他(の 諸経典)に 説かれ るだ けでな く〕, 更 に当該(の 『縁起経』)に も説 か

れ ていて しか るべ きである。 〔しか し, 説 かれ ていない。〕 〔Srilata:〕説 かれ る必要 はな

い。 〔Vasu.:〕説かれ ないままで, ど うや って理解 され ようか。 〔Sr1.:〕理論に よって,

 である。 ……(中 略)…… 〔Vasu.:〕<過 大適用>が 以下 の如 く帰着す る。一 理論的に

可能 である限 りのあらゆる(教 説)が 〔当該経典 に〕説 かれていな くて 〔も〕理解 され

る, とい う様 にで ある。従 って, これ は解 答にな らない。

Vasubandhu は, 大 小両 乗 に渉 る沢 山 の著 作 を残 した に も拘 らず, atiprasahga

を 何 故 かAK (の 皿, M, 田 の三章) に しか 使 用 し ない。AKと 同 じ経量 部 的 立 場

に 立 つ 点 で atiprasahga が 見 られ て よい 彼 の論 理 学 書 の諸 断片 に す ら 発 見

で き な い。VVを 模 範 に し て作 成 され た Dignaga の Nyayamukha の 中 に も見

当 た らない とい う事 実 は, VVの 散 失 部 分 にそ れ が 存 在 した 可 能 性 を ほ ぼ 否 定す

る に足 る。 こ の こ と は, 再 び 論 理 学 書 内 の atiprasahga 導 入 の 功 績 を Dignaga

の1に 帰 す る傍 ら, 論 理 学 的伝 統(PS)に それ を直 接 手 渡 した の は, 異 質 の 阿

毘 達 磨 的 伝 統, 即 ち, AKで あ る こ とを 我 々に 確 信 させ て くれ る。

VI. MBh-AMV?-AK (紙数 の都合 で本文 省略)。

付 記: 資 料 収 集 に際 し, 多 くの 諸 先 生 や 図 書 館 職 員 の 方 々に お 世 話 に な りま した。 お 詫

び且 つ お 礼 申 し上 げ ます。

<キ ー ワー ド> atiprasahga, Katyayana, Pataijali, Vasubandhu, Dignaga.

(高 野 山 大 学 大 学 院)
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